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口
歩
前
へ
進
も
う

　
こ
の
と
こ
ろ
各
県
の
仏
教
会
の
活
動

が
き
わ
め
て
活
発
で
あ
る
◎
こ
の
こ
と

は
わ
れ
わ
れ
仏
教
徒
に
と
っ
て
嬉
し
い

こ
と
で
あ
る
。
宗
派
根
性
、
宗
我
、
そ

う
い
っ
た
も
の
は
な
か
な
か
一
朝
一
夕

で
は
ぬ
け
て
い
け
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う

が
、
少
な
く
と
も
各
県
仏
、
市
仏
、
町

村
仏
教
会
が
超
宗
派
的
に
融
合
し
て
い

く
こ
と
は
、
や
が
て
大
き
な
力
を
結
集

し
て
い
く
原
動
力
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
悪
い
体
質
は
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
こ
う

じ
て
よ
り
よ
い
体
質
に
改
善
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
一
つ
の

大
き
な
目
標
と
し
て
第
十
二
回
世
界
仏

教
徒
会
議
日
本
大
会
を
設
定
し
て
、
各

都
道
府
県
の
仏
教
会
が
前
進
し
て
い
く

こ
と
は
意
義
が
あ
る
こ
と
と
思
う
。

　
一
人
の
力
は
弱
い
、
挫
折
も
あ
る
、

絶
望
も
あ
る
。
し
か
し
仏
陀
の
み
教
え

の
下
の
僧
伽
に
は
そ
の
様
な
こ
と
は
な

い
。
世
界
の
苦
悩
を
救
う
こ
と
に
前
進

し
よ
う
で
は
な
い
か
。
　
（
M
・
T
）

（辮
c縢

a
讃
講
）
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第
十
二
回
世
界
仏
教

徒
会
議
（
W
F
B
）
日

本
大
会
の
準
備
委
員
会

発
会
式
が
、
十
月
六
日

東
京
本
願
寺
遠
忌
記
念

館
二
階
大
広
聞
に
お
い

て
、
準
備
委
員
六
十
五

名
が
出
席
し
て
開
催
さ

さ
れ
た
。

　
三
帰
依
文
唱
和
に
つ

騒囲醤翻臨舌咽麗轍螺灘三田囎翻講糊腿灘細聡｝懸繊繍鰯晒

岡野委員に委嘱状を伝達する田辺理事長

53

N
秋
の
開
催
目
指
す

づ
き
、
全
日
仏
田
辺
哲
崖
理
事
長
が
「
世
界
大

会
成
功
の
た
め
む
尽
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
委
嘱
状
が
準

備
委
員
を
代
表
し
て
岡
野
貴
美
子
委
員
に
伝
達

さ
れ
た
。

　
次
に
全
日
仏
安
藤
事
務
次
長
よ
り
、
日
本
大

会
開
催
決
定
、
準
備
委
員
会
結
成
に
い
た
る
ま

で
の
経
過
説
明
の
あ
と
、
準
備
委
員
会
委
員

長
、
副
委
員
長
選
出
の
た
め
、
別
室
に
て
選
考

委
員
会
を
開
き
、
理
事
長
よ
り
指
名
報
告
が
あ

っ
て
次
の
各
師
が
承
認
さ
れ
た
。

　
（
委
員
長
）
麻
布
照
海
（
副
委
員
長
）
岡
野

貴
美
子
、
若
林
隆
光
、
真
渓
義
貫
、
桜
井
大
乗

　
つ
い
で
準
備
世
話
人
会
で
練
ら
れ
た
「
日
本

大
会
開
催
要
項
案
（
内
容
・
日
程
・
組
織
・
予

算
な
ど
）
」
を
全
日
仏
鎌
田
国
際
部
長
よ
り
説

明
し
質
疑
に
入
っ
た
◎
こ
の
質
疑
に
お
い
て
は

「
冗
費
が
多
い
の
で
は
な
い
か
」
、
「
地
方
大

会
が
必
要
で
あ
る
」
、
　
「
勧
募
の
実
現
性
は
あ

る
の
か
」
な
ど
の
指
摘
、
質
問
が
あ
っ
た
。

　
次
に
、
先
の
理
事
会
で
了
承
さ
れ
た
小
委
員

会
の
委
員
選
出
に
つ
い
て
協
議
し
、
事
務
局
案

を
全
会
一
致
で
承
認
し
た
。

　
（
小
委
員
会
委
員
）
麻
布
照
海
、
花
山
勝
友

山
田
一
真
、
白
川
良
純
、
鱒
渕
正
浩
、

祐
、
加
藤
海
晃
、
竜
山
哲
成
、

　
つ
い
で
仮
事
務
局
を
承
認
し
、

仏
来
馬
国
際
文
化
局
長
を
あ
て
る
こ
と
で
了
承

さ
れ
た
。

　
次
に
、
世
界
大
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
「
青

年
の
船
」
を
来
春
就
航
す
る
計
画
を
全
日
仏
滝

井
上
日
宏
、
村
野

宣
忠
、
岡
野
貴
美

子
、
若
林
隆
光
、

西
村
輝
成
、
清
水

谷
孝
尚
、
摩
尼
清

之
、
杉
谷
義
純
、

和
田
仁
雅
、
真
渓

義
貫
、
大
橋
富
士

子
、
桜
井
大
乗
、

　
　
　
　
安
藤
義

　
来
馬
規
雄

　
　
局
長
に
全
日

文
化
部
長
よ
り
説
明
し
協
力
を
求
め
た
。

　
最
後
に
来
馬
局
長
の
挨
拶
、
花
山
勝
友
委
員

の
発
声
で
、
世
界
大
会
の
成
功
を
祈
念
し
て
乾

杯
し
た
。

　
　
第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
日
程
案

　
昭
和
五
十
三
年
九
月
三
十
日
～
十
月
六
日

9
月
3
0
日
代
表
団
到
着
、
執
行
委
員
会
、
最

　
　
　
　
　
高
委
員
会

10
獅
P
日
開
会
式
（
東
京
）

10

獅
Q
日
各
種
委
員
会
分
科
会
、
シ
ン
ポ

　
　
　
　
　
ジ
ウ
ム
、
講
演
会

10
獅
R
日
各
種
委
員
会
、
分
科
会
、
そ
の
他

10

獅
S
日
京
都
観
光

10
獅
T
日
閉
会
式
（
京
都
）

10

獅
U
日
代
表
団
帰
国

．
日
本
仏
教
徒
の
面
目
4

準
備
委
員
会
委
員
長

　
第
十
一
回
世
界
仏
教
徒
会
議
タ
イ
大
会
が
今

年
の
二
月
に
バ
ン
コ
ク
で
開
催
さ
れ
、
全
日
本

仏
教
会
も
代
表
者
が
参
加
し
、
次
期
第
十
二
回

世
界
仏
教
徒
会
議
を
日
本
に
お
い
て
引
き
受
け

る
用
意
が
あ
る
旨
約
束
を
し
て
き
た
。

　
時
聞
的
に
も
早
く
準
備
活
動
に
入
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
、
五
月
に
開
催
さ
れ
た
第
二

十
四
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
三
重
大
会
に
お
い

て
「
世
界
仏
教
徒
会
議
日
本
大
会
を
実
現
し
よ

う
」
と
提
案
さ
れ
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
宗
派
代

表
者
懇
談
会
に
お
い
て
も
全
日
仏
よ
り
要
望
が

出
さ
れ
、
そ
の
説
明
に
つ
い
て
総
長
の
中
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
筒

麻

布

照

海

「
世
界
の
要
望
が
あ
る
な
ら
、
日
本
仏
教
の
面

目
に
も
関
す
る
こ
と
で
あ
り
、
実
行
さ
れ
る
よ

う
に
望
む
」
と
い
う
意
見
が
多
数
だ
さ
れ
た
。

こ
の
世
界
の
要
望
と
い
う
の
は
、
私
が
全
日
仏

の
事
務
総
長
当
時
、
セ
イ
ロ
ン
大
会
に
お
い
て

す
で
に
要
望
が
出
さ
れ
、
そ
れ
以
後
多
年
の
間

日
本
で
開
催
し
て
ほ
し
い
と
の
強
い
要
望
が
あ

っ
た
が
、
丁
度
日
本
で
は
各
宗
派
の
祖
師
遠
忌

大
法
要
が
厳
修
さ
れ
て
い
た
の
で
、
今
ま
で
引

き
延
ば
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
そ
し
て
七
月
二
十
日
に
は
、
京
都
・
知
恩
院

和
順
会
館
に
て
全
日
仏
の
宗
務
総
長
会
と
常
務

2
一

，
匹

♂
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理
事
会
が
開
か
れ
、
W
F
B
日
本
大
会
を
二
年

後
に
開
催
す
る
件
に
つ
い
て
、
全
日
仏
よ
り
か

ね
て
委
嘱
し
て
い
た
準
備
世
話
人
会
が
仮
に
た

て
た
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
土

台
と
し
て
提
案
し
た
。
そ
の
要
項
案
の
趣
旨
は

　
一
、
従
来
の
形
式
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
人

類
の
危
機
克
服
の
契
機
と
な
る
大
会
と
す
る
。

　
二
、
空
虚
な
論
議
を
排
し
、
現
実
の
社
会
に

実
践
可
能
な
問
題
を
と
り
あ
げ
る
。

　
三
、
日
本
の
大
乗
仏
教
の
立
場
か
ら
、
わ
が

国
の
思
想
文
化
と
仏
教
が
い
か
に
結
び
つ
い
て

き
た
か
を
明
示
し
仏
教
伝
道
の
あ
り
方
を
内
外

に
問
う
。

　
そ
の
他
に
内
容
、
日
程
、
予
算
案
に
つ
い
て

の
プ
ラ
ン
に
対
し
て
質
疑
が
出
さ
れ
た
が
、
こ

れ
は
一
応
の
案
と
し
て
了
承
さ
れ
、
早
急
に
W

F
B
日
本
大
会
の
準
備
委
員
会
を
設
け
て
、
検

討
修
正
を
加
え
て
大
会
開
催
へ
と
む
か
う
こ
と

で
合
意
さ
れ
た
。
事
務
局
で
は
十
月
一
日
を
以

っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
大
会
準
備
世
話
人
会
を
発

展
的
に
解
消
し
て
、
第
十
二
回
W
F
B
日
本
大

会
準
備
委
員
会
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
了
承
を

得
た
。

　
九
月
十
六
日
、
東
京
本
願
寺
遠
忌
記
念
館
に

て
常
務
理
事
会
が
開
か
れ
、
各
宗
派
、
県
仏
、

団
体
等
よ
り
選
出
さ
れ
た
人
々
に
よ
っ
て
準
備

委
員
が
構
成
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。
そ
れ
に
合
せ

て
小
委
員
会
を
つ
く
っ
た
ほ
う
が
よ
い
と
い
う

意
見
が
出
さ
れ
了
承
さ
れ
た
。

　
十
月
六
日
、
同
じ
く
東
京
本
願
寺
に
お
い
て

準
備
委
員
会
の
発
会
式
が
行
な
わ
れ
、
準
備
委

員
九
十
七
名
が
委
嘱
さ
れ
た
。
ま
た
準
備
委
員

会
の
委
員
長
に
私
（
麻
布
）
と
、
副
委
員
長
に

岡
野
、
真
渓
、
桜
井
、
若
林
の
諸
師
が
選
出
さ

れ
、
い
よ
い
よ
W
F
B
日
本
大
会
へ
実
動
の
は

こ
び
と
な
っ
た
。
以
上
が
今
日
ま
で
の
経
過
で

あ
る
。

　
私
も
昭
和
十
六
年
仏
教
連
合
会
当
時
委
員
を

し
て
お
り
、
全
日
本
仏
教
会
と
な
っ
て
か
ら
は

組
織
専
門
委
員
、
評
議
員
、
事
務
総
長
を
勤
め

現
在
は
参
与
、
評
議
員
、
国
際
専
門
委
員
と
し

て
全
日
仏
の
発
展
を
念
じ
お
世
話
し
て
い
る
。

ま
た
W
F
B
の
第
二
回
日
本
大
会
、
第
六
回
カ

ン
ボ
デ
ィ
ア
大
会
、
第
十
回
ス
リ
ラ
ン
カ
大
会

に
参
加
、
其
の
他
に
も
世
界
仏
教
指
導
者
大
会

や
日
本
寺
落
慶
、
世
界
婦
人
大
会
、
ソ
連
宗
教

事
情
視
察
、
香
港
仏
教
会
清
明
法
会
な
ど
に
参

加
し
、
仏
教
を
通
し
て
諸
国
と
交
流
し
親
善
に

つ
と
め
て
き
た
。

　
こ
の
た
び
W
F
B
日
本
大
会
を
ひ
か
え
、
準

委
員
長
以
下
九
十
七
名

来樹川門重藤大岩伊石麻
馬谷島屋内丁丁佐東上布

規淳宏大七書見哲堅慈照
雄宣之寿郎下道二丁敬海

古
宇
田
亮
文

小
林
忍
戒

準
備
委
員
の
顔
ぶ
れ

阿
部
竜
文

板
橋
宥
成

伊
東
康
雄

岩
脇
　
宏
信

大
橋
富
土
子

長
田
　
七
海

梶
原
隆
也

金
岡
秀
友

北
島
経
昭

久
保
埜
太
清

黒
田
　
武
志

河
野
亮
永

小
峰
　
令
丸

安
藤
義
祐

伊
藤
　
完
夫

井
上
　
日
宏

内
田
大
寛

岡
野
貴
美
子

小
沢
省
思

加
藤
海
晃

鎌
田
良
昭

北
之
内
真
竜

熊
野
竜
夫

郡
司
博
道

小
林
昭
島

小
宮
勝
憲

備
委
員
会
の
委
員
長
に
選
ば
れ
た
が
、
も
は
や

老
人
の
域
に
達
し
物
事
に
う
と
く
な
っ
て
き
た

の
で
、
な
お
さ
ら
責
任
の
重
大
を
感
じ
て
い
る

が
、
最
後
の
御
奉
公
と
し
て
尽
力
し
た
い
。

　
先
般
の
理
事
会
で
一
応
承
認
さ
れ
た
原
案
に

つ
い
て
再
検
討
を
計
り
、
予
算
の
勧
募
方
法
、

其
の
他
諸
計
画
等
に
つ
い
て
、
明
年
の
三
月
頃

ま
で
に
す
べ
て
ま
と
め
て
実
行
委
員
会
が
で
き

る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
各
国
の
仏
教
徒
は
W
F
B
日
本
大
会
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
を
多
年
の
間
望
ん
で
い
る
。
日
本

で
引
き
受
け
る
で
あ
る
か
ら
、
我
々
日
本
の
仏

教
徒
は
そ
の
面
目
に
か
け
て
一
致
協
力
し
諸
課

題
の
具
体
策
を
確
立
し
て
、
日
本
大
会
が
成
功

さ
れ
る
よ
う
各
位
の
積
極
的
な
協
力
を
期
待
す

る
次
第
で
す
。

籏新中土田宝杉白島二佐近
本美根持沢田谷幡田井伯藤
宏孝専良友正義憲弘大真隆
昌道正栄海道純侑道乗光敬

花霞中土黒滝豊新清佐榊後
　　　　　　木間水藤原藤山村山佐中
　　　　　　　　谷
勝輝再呈文面霊信孝良皇臣
友成士成二丁孝雄尚純逸一

粟能重曹千竜高神白塩坂斎
田邨良『坂山辻野川入本

嘉英康恵精面白真良亮観隆
伸士明念道成雄一純達晃套

9回

和吉安村摩真船福
田田田松尼渓平井

仁啓圭賢清義暉豊
雅堂比量之貫子信

福
島
光
信

北
条
　
賢
三

鱒
渕
正
浩

美
濃
部
薫
一

持
田
貫
宣

柳
　
　
了
堅

若
林
隆
光

和山望村松前藤
久田月野涛田田

睡翼量離霰

W
F
B
の
執
行
委
員
会

へ
石
川
主
事
が
出
発

　
　
　
　
　
ア
ジ
ア
宗
教
者
会
議
へ
も

　
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
）
の
執
行
委
員

会
が
十
一
月
二
十
二
日
、
マ
レ
イ
シ
ア
の
ペ
ナ

ン
で
開
か
れ
、
こ
の
会
議
に
お
い
て
第
十
二
回

W
F
B
日
本
大
会
の
正
式
期
日
が
決
定
す
る
た

め
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
田
辺
哲
崖
理
事
長
の

代
理
と
し
て
石
川
恒
彦
国
際
部
主
事
を
出
席
さ

せ
る
。

　
な
お
石
川
主
事
は
こ
の
会
議
に
先
立
ち
、
十

一
月
十
六
日
、
先
に
全
日
仏
の
援
助
で
建
て
ら

れ
た
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
ダ
ル
マ
ラ
ー
ジ
カ

孤
児
院
に
奉
安
さ
れ
た
仏
像
の
開
眼
式
に
出
席

ま
た
執
行
委
員
会
終
了
後
の
十
一
月
二
十
五
日

よ
り
三
十
日
ま
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
開
か
れ

る
ア
ジ
ア
宗
教
者
平
和
会
議
に
全
日
仏
の
代
表

と
し
て
参
加
し
、
十
二
月
一
日
帰
国
す
る
。

一3一

五
十
万
円

百
万
円

十
万
円

判
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仏
教
的
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
②

　
擁
　
…
…
　
…
…
　
　
…
…
…
…
…
…
藝
量
…
　
灘
難
皿
鼎

状
況
の
中
で
は
、
宗
教
的
な
情
操
教
育
が
幼
児
期
に
必
要
で
あ
り
、
力
を
注
が
ね
ば
な
ら

な
い
。
そ
こ
で
仏
教
的
幼
児
教
育
を
と
り
あ
げ
て
み
た
。

仏
教
保
育
、
本
質
と
現
状

組
織
専
門
委
員

　
私
た
ち
に
ど
の
よ
う
に
生
き
た
ら
い
い
の
か

と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
も
の
が
仏
教
で

あ
る
な
ら
ば
、
幸
わ
せ
と
は
ど
ん
な
も
の
だ
と

教
え
て
い
る
の
も
仏
教
で
あ
ろ
う
。
生
き
と
し

生
け
る
も
の
（
小
さ
い
子
供
た
ち
も
含
め
）
の

幸
わ
せ
を
ね
が
う
こ
と
－
釈
尊
の
真
情
で
あ

っ
た
と
思
う
。

　
こ
こ
に
一
つ
の
経
が
記
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
に

一
あ
る
朝
ブ
ッ
ダ
が
托
鉢
に
お
も
む
い
た
と

き
、
そ
の
家
の
中
か
ら
主
人
ら
し
い
声
が
し
て

「
我
は
自
分
で
田
を
耕
し
、
種
子
を
ま
き
、
取

り
入
れ
を
し
て
食
を
得
て
い
る
。
汝
も
ま
た
そ

う
し
た
ら
」
。
ブ
ッ
ダ
は
「
わ
た
し
も
ま
た
耕

す
。
種
子
も
ま
く
、
収
穫
し
食
を
得
る
」
。
ま

た
主
人
は
「
し
か
し
誰
も
あ
な
た
が
耕
す
の
を

み
た
こ
と
が
な
い
、
あ
な
た
の
ま
く
種
は
何
ん

な
の
か
」
。
ブ
ッ
ダ
は
静
か
に
「
人
間
が
耕
す

の
は
大
地
ば
か
り
で
は
な
い
、
人
が
自
分
自
身

小

林

遷

延

の
荒
地
を
耕
し
て
美
田
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
耕
す
に
智
慧
を
も
っ
て
鋤
と
す
る
こ

と
、
信
と
い
う
種
子
を
ま
く
こ
と
、
身
・
口
・

意
の
悪
業
の
除
草
に
は
げ
む
こ
と
、
収
穫
す
る

も
の
は
甘
露
の
果
で
あ
る
と
」
◎

　
こ
こ
に
仏
教
の
全
貌
と
本
質
が
あ
る
と
す
る

な
ら
、
人
聞
形
成
の
道
と
し
て
、
教
育
は
何
よ

り
ま
ず
人
間
の
自
コ
］
形
成
の
営
み
で
あ
る
こ
と

ブ
ッ
ダ
に
よ
っ
て
こ
の
世
に
も
た
ら
さ
れ
た
こ

の
道
の
教
え
は
、
も
と
も
と
教
育
の
わ
ざ
で
あ

っ
た
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
仏
教
保
育
の

道
が
本
質
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思

え
ま
す
。
そ
し
て
仏
教
保
育
と
い
う
と
き
「
仏

教
」
と
は
、
釈
尊
の
考
え
方
、
生
き
方
を
い
う

は
勿
論
、
而
も
時
代
に
即
応
し
て
変
化
す
る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
し
て
現
代
に
生

き
る
た
め
に
は
、
い
ま
の
世
の
人
女
の
要
求
に

こ
た
え
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
り

轟

騒
鵬
畿
綴
購
繊

ま
し
ょ
う
。
そ
の
上
、
仏
教
保
育
は
日
本
の
教

育
の
近
代
化
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果
し
て

い
く
た
め
に
、
き
び
し
く
み
つ
め
直
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
も
っ
と
釈
尊
が
教
え
た
仏
教
の
理
想

と
は
、
一
に
釈
尊
の
如
く
な
る
こ
と
、
即
ち
ブ

ッ
ダ
に
な
る
こ
と
、
最
高
の
真
実
を
把
握
す
る

こ
と
。
二
に
真
理
の
体
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人

々
に
伝
え
教
え
て
、
他
の
も
の
を
最
高
の
真
理

に
め
ざ
め
さ
せ
る
大
慈
悲
の
心
を
も
つ
こ
と
、

こ
れ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
教
化
活
動
を
す
す
め

る
こ
と
を
意
味
す
る
な
ら
、
寺
院
の
公
益
事
業

と
し
て
の
幼
稚
園
保
育
所
の
源
流
が
あ
る
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

　
現
在
、
仏
教
保
育
を
実
践
し
て
、
全
国
で
幼

稚
園
保
育
所
を
経
営
し
、
運
営
し
て
い
る
も
の

は
四
千
百
五
十
カ
所
以
上
を
数
え
て
い
ま
す
。

仏
教
各
宗
派
の
保
育
連
合
を
縦
に
結
び
あ
い
、

横
に
都
道
府
県
の
仏
教
保
育
事
業
の
協
会
と
連

携
し
て
い
る
の
が
”
日
本
仏
教
保
育
協
会
”
で

す
。
も
ち
ろ
ん
仏
教
の
保
育
実
践
を
も
と
と
し

て
、
仏
教
の
儀
礼
と
行
事
を
配
慮
し
て
取
り
入

れ
た
仏
教
保
育
の
課
程
と
指
導
計
画
を
た
て
、

幼
児
の
成
長
発
達
と
指
導
に
、
宗
教
的
情
操
を

　
　
　
　
寒
．
…
盛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勿

霧
羅
嚢
．
浅
躍
　
　
　
（

そ
そ
ぎ
こ
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
こ
の
さ
き
変
転
き
わ
ま
り
な
い
世
情

に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
と
さ
け
て

通
れ
な
い
問
題
が
山
積
み
し
て
い
ま
す
。
大
き

く
は
幼
保
一
元
化
の
こ
と
、
幼
稚
園
と
保
育
所

と
の
か
か
わ
り
あ
い
の
こ
と
、
私
学
行
政
の
上

か
ら
は
、
本
年
四
月
施
行
の
私
学
二
法
の
実
施

に
と
も
な
う
保
育
施
設
の
今
後
の
こ
と
、
私
学

の
公
共
性
、
永
続
性
、
自
主
性
は
ど
う
ゆ
れ
動

く
の
か
、
教
育
事
業
の
自
由
は
ど
う
な
る
の
か

助
成
に
か
か
る
公
私
間
の
負
担
の
格
差
是
正
の

こ
と
、
学
法
化
に
よ
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
問
題

学
校
教
育
法
第
百
二
条
の
規
定
の
空
文
化
の
こ

と
、
宗
教
法
人
の
も
つ
歴
史
的
社
会
的
性
格
は

そ
の
ま
ま
、
近
代
教
育
体
系
の
中
に
は
い
れ
る

こ
と
の
可
能
性
の
こ
と
、
助
成
に
か
か
わ
る
宗

教
法
人
と
の
こ
と
な
ど
嘱
つ
い
て
は
日
本
仏
教

保
育
協
会
は
、
宗
法
立
園
の
助
成
問
題
の
研
究

と
、
学
校
教
育
法
第
百
二
条
の
確
保
と
、
宗
法

立
園
（
幼
保
）
の
恒
久
化
を
は
か
る
こ
と
な
ど

現
前
の
問
題
と
し
て
、
国
、
文
部
省
、
都
道
府

県
に
対
し
て
運
動
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
む
ず

か
し
い
頭
の
痛
い
こ
と
が
沢
山
あ
る
の
が
現
状

で
す
。
　
（
東
京
・
長
命
寺
住
職
）

仏
教
幼
児
教
育
の
価
値

文
化
専
門
委
員
摩

尼

　
仏
教
に
よ
る
幼
児
教
育
に
は
少
な
く
と
も
、
　
　
る
。

次
の
二
つ
の
理
由
で
重
要
な
価
値
を
も
っ
て
い
　
　
　
そ
の
一
つ
は
、

清

之

現
在
の
公
教
育
に
お
い
て
は

4軸

‘＝「・5’
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宗
教
を
一
切
排
除
し
て
い
る
う
え
に
、
さ
ら
に

人
間
性
の
啓
発
と
育
成
を
な
お
ぎ
り
に
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

　
二
つ
に
は
、
大
脳
生
理
学
で
解
明
さ
れ
て
い

る
よ
う
に
、
幼
児
期
は
人
間
が
動
物
的
生
理
機

能
か
ら
人
間
に
成
長
し
て
ゆ
く
人
間
形
成
に
と

っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
時
期
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
　
一
、
に
つ
い
て
は
多
言
を
要
し
な
い
と
思
う

が
、
現
代
の
教
育
が
い
か
に
多
く
の
欠
陥
人
間

を
つ
く
っ
て
い
る
こ
と
か
。
そ
の
た
め
に
日
本

は
二
十
一
世
紀
半
ば
に
し
て
衰
亡
す
る
で
あ
ろ

う
、
と
い
う
論
議
が
今
年
の
全
仏
主
催
の
「
日

本
仏
教
文
化
会
議
」
に
お
い
て
話
題
と
な
っ
た

ほ
ど
で
あ
る
。

　
二
、
に
つ
い
て
は
、
今
世
紀
の
は
じ
め
に
イ

ン
ド
で
起
っ
た
有
名
な
実
話
、
狼
に
育
て
ら
れ

た
幼
児
は
、
救
出
後
十
年
間
人
間
の
教
育
が
ほ

ど
こ
さ
れ
た
が
、
遂
に
ま
と
も
な
人
間
に
成
長

で
き
な
か
っ
た
と
い
う
実
例
で
も
明
ら
か
で
あ

る
よ
う
に
、
人
間
の
一
生
は
幼
児
期
の
教
育
で

弔
繕
蕩
露
”
蹴
．
摂
露
蟻
嚢
蟻
無
六
事

決
定
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
つ

子
の
た
ま
し
い
百
ま
で
、
と
い
わ
れ
る
と
お
り

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
間
決
定
の
幼
児
期
に

み
ほ
と
け
の
慈
愛
の
も
と
に
、
人
間
と
し
て
の

正
し
い
保
育
が
受
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、

ど
ん
な
に
価
値
あ
る
こ
と
か
、
こ
れ
ま
た
多
言

を
要
し
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
お
寺
の
幼
稚
園
を
無
理
に
学
校
法
人
に
し

ょ
う
と
い
う
圧
力
が
あ
る
が
、
愚
か
な
考
え
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
◎

　
お
寺
の
幼
稚
園
教
育
に
お
い
て
、
教
育
上
ど

こ
か
に
欠
陥
が
存
在
す
る
と
い
う
の
で
あ
ろ
う

か
。
い
ま
だ
か
っ
て
そ
の
よ
う
な
指
摘
が
出
さ

れ
た
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
で
は
な
ぜ
学
法
化
し

よ
う
と
す
る
の
か
、
ほ
か
で
も
な
い
。
た
だ
役

所
か
ら
補
助
金
が
ほ
し
い
か
ら
で
あ
る
。
し
か

し
こ
の
考
え
方
は
タ
コ
白
丁
考
え
で
、
み
ず
か

ら
宗
教
を
放
棄
す
る
所
行
で
あ
る
。
幼
児
教
育

は
葬
式
、
法
事
に
も
増
し
て
価
値
あ
る
宗
教
活

動
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
よ
く
考
え
る
べ
き
で
あ

ろ
う
。
　
（
横
浜
・
歓
成
院
住
職
）
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翫
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器
　
　
　
．
監
．
．
．

昭和51年11月1日

懲
務
鵠
謬
褻
・
疹
雍
謬
環
藝
窪
舞
謹
塗
・
講
鐘
運
義
謁
蓑
融
鷺
“
藝
・

バ
ン
グ
ラ
の
孤
児
の

救
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

ビ
長
老
ら
来
日
し
て
ア
ピ
ー
ル

　
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
首
都
ダ
ッ
カ
在
の
仏

教
孤
児
院
（
長
老
ビ
シ
ュ
ダ
ナ
ン
ダ
院
長
）
は

日
本
仏
教
徒
の
協
力
に
よ
っ
て
、
先
般
建
物
が

完
成
し
諸
設
備
も
着
々
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、

未
だ
内
部
設
備
が
不
充
分
な
と
こ
ろ
が
ら
、
来

る
十
二
月
十
日
頃
に
、
ビ
シ
ュ
ダ
ナ
ン
ダ
院
長

ス
ダ
ナ
ン
ダ
師
、
長
老
秘
書
の
三
人
が
来
日

し
、
十
日
間
に
わ
た
り
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
活
動
を

行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
全
仏
で
は
東
京
池
上
本
門
寺
の
協
力
を
得
て

宿
泊
の
便
宜
を
図
る
と
共
に
、
テ
レ
ビ
、
新
聞

等
で
広
く
国
内
の
心
あ
る
人
々
に
訴
え
る
よ

う
、
目
下
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
製
中
で
あ
る
。

P

宗義法人の皆さま、大切な資産運用に国債をご活用にな

りませんカも国が発行する債券ですから、もちろん安全

確実。さらに宗義法人は免税団体ですので利息は非課税

扱いになり年8％の大きな利息がそっくり10年間、確

保されます。また短期の資産運用をお考えなら、短期間

でも有利な既発国債も利用できます。皆さまの資産運用

が明日の国づくりにも役立ち、一石二鳥。ぜひ、今後の資産

運用の柱に、国債をご検討ください。

〒103東京都中央区日本橋1丁目
電話　（03）211－3811（大代表）
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日

㎝
騨
八
雲
咽
粥
難
藝

　
　
館
に
お
い
て
、
四
国
四
一
の
代
表
者
を
集
め
て

　
　
開
催
さ
れ
た
。

　
　
　
大
橋
覚
阿
徳
島
県
仏
会
長
の
御
導
唱
に
よ
り

　
　
三
帰
依
文
を
唱
和
、
松
下
教
道
香
川
県
仏
会
長

　
　
龍
山
全
智
組
織
局
長
の
挨
拶
の
後
、
引
き
続
き

　
　
議
事
に
入
っ
た
。

　
　
ω
第
二
十
五
回
全
仏
大
会
に
つ
い
て

　
　
　
明
年
十
月
七
日
、
埼
玉
県
浦
和
市
に
お
い
て

　
　
　
全
身
大
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
報
告
、
ま

　
　
　
た
大
会
前
日
に
都
道
府
県
仏
代
表
者
会
議
が

　
　
　
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
あ
わ
せ
て
報
告
し
た
。

　
　
②
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
に
つ
い
て

　
　
　
昭
和
五
十
三
年
十
月
に
開
催
予
定
の
W
F
B

　
　
　
大
会
の
計
画
及
び
予
算
案
に
つ
い
て
報
告
。

　
　
　
県
仏
側
か
ら
、
全
国
各
寺
院
へ
趣
意
書
、
依

　
　
　
頼
状
を
発
送
す
る
よ
う
要
請
が
あ
っ
た
。

　
　
㈲
青
年
の
船
「
ぜ
ん
ぶ
つ
丸
」
に
つ
い
て

　
　
　
青
年
の
船
「
ぜ
ん
ぶ
つ
丸
」
が
明
年
三
月
出

　
　
　
航
す
る
こ
と
を
報
告
、
参
加
者
募
集
方
を
依

　
　
　
試
し
た
。

　
　
　
ω
時
局
対
策
に
つ
い
て

　
　
　
黒
い
法
要
追
放
に
対
し
て
各
県
仏
で
は
ど
う

　
種
　
　
策
委
員
会
に
て
検
討
を
重
ね
て
い
く
こ
と
を

　
ヨ
全
第
　
報
告
。

　
　
　
㈲
次
回
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
に
つ
い
て

…
四
国
で
も
初
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

明
年
十
月
頃
、
高
知
県
に
お
い
て
開
催
予
定

会
議
終
了
後
、
同
所
に
お
い
て
懇
親
会
を
行

な
い
、
午
後
二
時
過
ぎ
散
会
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
敬
称
略
）

（
香
川
県
仏
）
逢
坂
恵
勝
　
松
下
教
道
　
佐
々

木
義
諒

（
徳
島
県
南
）
大
橋
塑
造
　
金
田
義
孝

（
高
知
県
仏
）
大
久
保
正
勝
　
早
瀬
源
慶

（
愛
媛
県
仏
）
越
智
憲
英
　
小
野
田
章
伸

（
全
仏
）
龍
山
　
小
峰
　
壮
齢

仏
教
婦
人
訪
米
団
募
集

　
　
　
　
　
W
F
B
日
本
大
会
を
記
念

　
全
日
本
仏
教
会
と
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
と

が
協
賛
す
る
「
仏
教
婦
人
日
米
交
流
親
善
視
察

団
」
が
、
第
十
二
回
W
F
B
日
本
大
会
の
記
念

行
事
と
し
て
行
な
わ
れ
、
そ
の
団
員
を
募
集
し

て
い
る
。

　
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
や
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
仏
教

婦
人
会
と
の
交
歓
会
を
と
う
し
て
、
仏
教
婦
人

の
立
場
か
ら
在
米
仏
教
徒
と
ひ
ぎ
を
ま
じ
え
、

日
常
生
活
、
信
仰
、
教
育
な
ど
に
つ
い
て
話
し

あ
う
こ
の
視
察
団
に
む
参
加
を
お
す
す
め
い
た

し
ま
す
。

　
　
（
募
集
要
項
）

期
　
間

参
加
費

訪
問
地

締
切
日

昭
和
5
2
年
2
月
1
2
日
～
2
月
1
9
日

三
十
四
万
八
千
円

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス

ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス

昭
和
5
1
年
1
2
月
1
0
日

藻
囎
。
っ
㍊
畦
課
塁
塞
せ
穐
ー
ー
ー
0
8
ー
ー
」

宗
教
用
語
に
関
す
る
商

標
登
録
の
自
粛
を
要
望

　
　
　
　
　
　
日
本
宗
教
連
盟
で

　
日
本
宗
教
連
盟
で
は
、
昨
年
一
月
特
許
庁
長

官
宛
に
宗
教
用
語
、
標
識
の
商
標
登
録
の
取
扱

い
に
つ
い
て
慎
重
な
配
慮
を
願
う
要
望
書
が
提

出
さ
れ
た
。
ま
た
宗
教
界
内
部
に
向
っ
て
も
、

日
本
宗
教
連
盟
の
協
賛
団
体
（
神
道
・
仏
教
・

キ
リ
ス
ト
教
・
神
社
・
新
宗
連
）
を
は
じ
め
、

各
都
道
府
県
の
宗
教
連
盟
、
商
標
登
録
を
す
で

に
行
な
っ
て
い
る
宗
教
団
体
お
よ
び
個
人
な
ど

に
対
し
て
”
宗
教
用
語
等
の
商
標
登
録
自
粛
”

を
要
望
し
た
も
の
で
あ
る
。
特
許
庁
長
官
宛
に

提
出
し
た
要
望
書
は
次
の
と
お
り
。

　
　
　
要
　
望
　
書

　
貴
庁
6
所
管
に
係
る
商
標
登
録
に
関
し
て
、

法
律
上
は
法
定
の
書
式
さ
え
整
っ
て
い
れ
ば
商

標
登
録
の
申
請
は
受
理
さ
れ
、
告
示
さ
れ
、
こ

れ
に
異
議
申
立
が
無
く
登
録
を
完
了
す
れ
ば
、

そ
の
権
利
は
そ
の
も
の
に
属
す
る
の
が
建
前
で

あ
る
と
存
じ
ま
す
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
日
本
宗
教
連
盟
と
い
た
し

ま
し
て
は
、
伝
統
的
な
宗
教
用
語
－
例
え
ば
現

に
問
題
と
な
っ
て
い
る
「
み
ろ
く
」
・
「
メ
シ

ヤ
」
・
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
・
「
霊
鑑
」
等

々
、
そ
の
他
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
な
ど
が
登
録

さ
れ
、
そ
の
使
用
の
権
利
が
独
占
さ
れ
ま
す
と

憲
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
「
信
教
の
自
由
」
が

犯
さ
れ
ま
す
し
、
宗
教
界
に
と
っ
て
一
大
問
題

で
あ
り
、
決
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て

oooo（＝＝｝ooooo⊂＝》ooく：＝♪oo《二＝）oooooぐ＝）oooooooo⊂＝》oo

具用霊寺

浅草通り五鳳会加盟店

商建網会昇九3浜田

0
8
0
8
0
8
0
8
0
8
G
8
0
8
0
8
ρ

は
な
ら
な
い
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
宗
教
界
に
問
題
が
な
か
っ
た
と
は

言
え
ま
せ
ん
が
、
今
後
私
た
ち
宗
教
連
盟
に
お

き
ま
し
て
は
宗
教
界
全
般
に
対
し
て
、
相
互
の

自
粛
自
戒
す
る
よ
う
呼
び
か
け
て
お
る
次
第
で

す
。
つ
き
ま
し
て
は
貴
庁
に
，
お
か
れ
ま
し
て
も

「
宗
教
上
、
お
よ
び
宗
教
団
体
に
関
連
の
あ
る

用
語
」
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
特
に
慎
重
な
O

配
慮
を
賜
り
た
く
、
か
っ
か
よ
う
な
申
請
の
あ

り
ま
し
た
場
合
は
文
化
庁
宗
務
課
宛
ひ
連
絡
賜

わ
り
た
く
こ
こ
に
要
望
す
る
次
第
で
す
。

　
以
上
の
こ
と
に
つ
き
、
先
般
特
許
庁
商
標
課

長
・
石
川
義
雄
氏
よ
り
文
化
庁
宗
教
課
を
通
し

現
在
出
願
さ
れ
て
い
る
宗
教
用
語
を
例
に
、
取

扱
い
に
つ
い
て
協
議
の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
意

見
の
交
換
が
な
さ
れ
た
。
　
（
協
議
の
内
容
・
具

体
例
な
ど
に
つ
い
て
は
次
号
掲
載
）

1　東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

；電話代表（48・）4965

00く：＝⊃OOOOO《＝＝》OOζ＝》OO《＝♪OOOOOく＝⇒OO《＝＝》OOく＝）OOOOOOO
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日
宗
連
で
教
講
師
表
彰

　
日
本
宗
教
連
盟
（
自
宗
連
1
1
教
派
神
道
連
合

会
・
全
日
本
仏
教
会
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
連
合

会
・
神
社
本
庁
・
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
）

で
は
、
現
在
の
宗
教
教
講
制
度
が
発
足
し
て
以

来
、
宗
教
教
習
事
業
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々
に

対
し
、
感
謝
の
意
を
表
明
す
る
た
め
、
毎
年
感

謝
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
る
。

　
そ
の
表
彰
式
が
、
十
月
二
十
六
日
～
二
十
八

日
の
三
日
前
、
福
岡
の
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

に
て
開
催
さ
れ
た
「
第
十
六
回
全
国
教
講
師
大

会
」
の
席
上
で
行
な
わ
れ
、
松
村
盛
観
理
事
長

よ
り
功
労
者
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。
全
日

仏
関
係
の
功
労
者
は
次
の
通
り
。

塚
本
文
繭
　
大
阪
　
奈
良
少
年
刑
務
所
　
本
派

松
田
等
照
　
広
島
　
岩
国
少
年
刑
務
所
　
浄
土

田
中
松
月
　
福
岡
　
福
岡
刑
務
所
　
　
　
本
派

昭和51年11月1日

静
岡
県
仏
教
会

　
　
　
概
　
要

　
戦
前
か
ら
あ
っ
た
本
会
で
あ
る
が
、
戦
後

復
活
さ
れ
た
の
が
昭
和
二
十
八
年
で
あ
る
か

ら
、
本
年
は
二
十
四
年
目
を
迎
え
た
わ
け
で

　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
先
年
復
活
二
十
周
年
を

　
　
　
　
　
　
　
記
念
し
て
す
ば
ら
し
い
県

　
現
状
で
あ
る
。

　
　
　
　
事
業
・
行
事

　
一
、
何
と
い
っ
て
も
本
会
最
大
の
事
業
は
、

静
岡
市
に
あ
る
護
国
神
社
の
西
隣
に
建
立
さ

れ
て
い
る
慰
霊
標
の
御
前
に
お
い
て
、
財
団

法
人
静
霊
奉
賛
会
後
援
の
も
と
、
毎
年
春
に

奉
行
さ
れ
る
戦
没
戦
災
死
者
慰
霊
大
法
要
で

あ
る
。
県
知
事
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
各
氏

を
お
迎
え
し
、
二
千
五
百
名
以
上
の
遺
族
と

百
五
十
下
位
の
僧
侶
が
県
内
各
地
よ
り
集
ま

毎
年
、
各
宗
合
同
の
大
法
要

心
地
区
ご
と
に
研
修
、
講
演
会

　
　
　
　
　
　
　
仏
会
旗
が
調
製
さ
れ
、
全

　
　
　
　
　
　
　
会
員
が
そ
の
会
旗
を
中
心

　
　
　
　
　
　
　
に
、
ま
た
下
下
制
定
の
揃

い
の
輪
袈
裟
を
掛
け
る
事
に
よ
っ
て
、
心
身

共
に
大
同
団
結
し
目
的
達
成
に
適
零
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

　
目
下
全
県
下
寺
院
の
約
八
十
五
％
に
あ
た

る
二
千
二
百
余
力
寺
が
、
二
十
四
の
郡
市
仏

教
会
単
位
に
、
本
会
に
加
盟
し
て
お
り
、
残

り
十
五
％
の
入
会
を
鋭
意
呼
び
か
け
て
い
る

っ
て
、
盛
大
か
つ
厳
粛
に
営
ま
れ
る
も
の
で

あ
る
。
本
年
は
四
月
二
十
三
日
に
厳
修
さ
れ

た
。二
、
県
仏
会
報
「
し
ず
お
か
」
を
年
に
一
～

二
回
発
行
し
て
い
る
。
わ
ず
か
十
二
～
三
ぺ

ー
ジ
の
も
の
で
あ
る
が
、
各
郡
市
仏
教
会
の

動
き
、
旧
師
の
意
見
発
表
、
ミ
ニ
説
法
な
ど

盛
り
沢
山
で
あ
る
。

三
、
沖
縄
摩
文
仁
の
丘
の
「
静
岡
の
塔
」
慰

霊
祭
お
よ
び
戦
跡
巡
拝
。
こ
れ
は
隔
年
に
、

野
仏
代
表
者
数
名
が
遺
族
一
般
希
望
者
五
十

名
位
と
と
も
に
渡
島
し
て
、
三
泊
四
日
の
日

程
で
行
う
も
の
で
あ
る
。
本
年
は
十
一
月
四

日
出
発
。

四
、
各
地
区
O
と
に
仏
教
檀
信
徒
会
を
組
織

し
、
超
宗
派
の
研
修
会
、
講
演
会
、
各
宗
本

山
参
拝
な
ど
を
催
し
て
い
る
。

五
、
そ
の
他
と
し
て
は
各
郡
市
仏
教
会
ご
と

に
、
お
釈
迦
様
の
三
大
法
要
を
は
じ
め
、
各

種
慰
霊
祭
と
か
老
人
ホ
ー
ム
慰
問
と
か
、
地

方
色
を
と
り
入
れ
た
行
事
が
、
仏
婦
・
青
少

協
な
ど
の
協
賛
を
え
て
盛
大
に
行
な
わ
れ
て

い
る
。

六
、
今
回
初
め
て
の
試
み
と
し
て
、
釈
尊
降

誕
二
千
六
百
年
記
念
「
イ
ン
ド
仏
跡
巡
拝
供

養
団
員
」
を
募
集
し
、
明
年
二
月
下
旬
、
十

一
日
間
の
旅
行
を
計
画
し
た
。

　
　
　
役
員
（
任
期
二
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日

会
長

副
会
長

　
〃
　
〃
事
務
長

小
倉
日
宝

原
田
良
道

吉
岡
上
諭

小
原
良
碩

笠
井
照
道

清
水
・
竜
華
寺

沼
津
・
榜
厳
院

藤
枝
・
正
泉
寺

浜
松
・
空
虚
寺

清
水
・
妙
蓮
寺

二曹曹曹

【
事
務
局
】
清
水
市
本
郷
町
六
の
三
二
・
妙

蓮
寺
内

内
山
智
承
　
札
幌
　
帯
広
刑
務
所

横
山
玄
秀
　
高
松
　
高
知
刑
務
所

大
阪
府
仏
教
徒
会
議
開
く
正日
心蓮

　
大
阪
府
仏
教
会
（
西
口
公
教
会
長
）
で
は
、

十
月
七
日
午
後
一
時
よ
り
北
御
堂
大
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
第
十
四
回
大
阪
府
仏
教
徒
会
議
を
開

催
、
会
長
挨
拶
、
法
要
な
ど
の
式
典
に
つ
づ
い

て
記
念
講
演
に
移
り
、
文
化
庁
宗
教
課
長
・
石

井
久
夫
氏
が
「
宗
教
法
人
と
そ
の
実
務
」
、
近

畿
大
教
授
・
三
室
玄
道
先
生
が
「
仏
教
の
生
死

観
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
た
。
そ
の
後
に
総
会

に
入
り
、
会
務
報
告
・
意
見
発
表
・
決
議
が
な

さ
れ
た
。

◇
掲
◇
示
◇
板
◇

　
　
大
正
大
理
事
長
に
稲
岡
覚
順
師

▼
大
正
大
学
で
は
、
九
月
十
日
に
理
事
会
を
開

．
催
し
、
先
に
逝
去
し
た
栗
本
俊
道
理
事
長
の
後

任
に
、
浄
土
宗
々
務
総
長
の
稲
岡
覚
順
師
を
選

出
し
た
。

　
　
東
洋
大
理
事
長
に
真
渓
義
貫
氏

▼
東
洋
大
学
で
は
、
理
事
任
期
満
了
改
選
に
よ

り
、
新
役
員
の
選
任
が
行
な
わ
れ
、
理
事
長
に

真
渓
義
貫
氏
（
全
日
仏
文
化
専
門
委
員
長
）
が

就
任
し
た
。

　
　
東
京
都
仏
会
長
に
桜
井
大
乗
師

▼
東
京
都
仏
教
連
合
会
で
は
、
九
月
十
日
理
事

会
を
開
き
、
先
に
死
去
し
た
栗
本
俊
道
会
長
の

後
任
に
、
芝
仏
教
会
々
長
の
桜
井
大
乗
師
（
前

全
日
仏
事
務
総
長
）
を
選
出
し
た
。

　
　
埼
玉
県
仏
で
税
務
講
習
会

▼
埼
玉
県
仏
教
会
（
興
文
丈
会
長
）
で
は
、
九
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月
三
十
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
県
庁
裏
の
自

治
会
館
四
階
ホ
ー
ル
で
、
宗
教
法
人
税
務
講
習

会
を
開
い
た
。
演
題
は
「
宗
務
法
人
と
税
金
」

講
師
は
税
務
大
学
校
研
究
部
長
の
桜
井
四
郎
氏

で
、
資
料
は
野
村
証
券
「
宗
教
法
人
と
税
金
」

が
寄
贈
さ
れ
、
参
加
者
百
名
が
熱
心
に
質
疑
応

答
を
し
た
。

　
　
第
二
回
プ
ダ
ガ
や
結
集

▼
第
二
回
国
際
仏
教
徒
ブ
ダ
ガ
や
結
集
が
、
十

二
月
七
～
九
日
の
三
日
間
、
イ
ン
ド
の
ブ
ダ
ガ

ヤ
に
あ
る
「
日
本
寺
」
で
国
際
仏
教
興
隆
協
会

の
主
催
、
全
日
本
仏
教
会
の
協
賛
で
行
な
わ
れ

る
。
日
本
か
ら
は
約
百
名
が
参
加
す
る
予
定
。
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無
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開
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全
仏
で
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

　
昨
今
の
複
雑
な
社
会
情
勢
は
寺
院
に
も
む
ず

か
し
い
問
題
を
投
げ
か
け
る
こ
と
が
多
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
特
に
法
律
的
問
題
の
具
体
的
解

決
に
あ
た
っ
て
は
専
門
家
の
処
理
が
必
要
な
場

合
が
あ
り
ま
す
。
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本
仏
教
会
で
は
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弁
護
士
の
高
野
重

秋
先
生
の
協
力
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え
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無
料
法
律
相
談
を
い
た

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
6
相
談
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だ
さ
い
。

　
相
談
の
方
法
－
毎
週
土
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日
の
正
午
ま
で

に
全
日
仏
事
務
総
局
（
東
京
本
願
寺
内
）
へ
お

こ
し
下
さ
い
。
担
当
弁
護
士
が
直
接
面
接
し
ま

す
。
た
だ
し
そ
の
場
合
は
か
な
ら
ず
お
電
話
に

て
O
連
絡
下
さ
い
。
ま
た
、
文
書
に
よ
る
相
談

の
場
合
は
、
五
十
円
切
手
二
枚
同
封
の
う
え
、

相
談
事
項
の
要
旨
を
送
付
し
て
下
さ
い
。
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寺宝を焼失から守るために

＝
●

寺院は建物自体が失ってはならない文化財であるばか
りでなく、内部には仏像、掛軸、襖絵等の貴重な宝物、
美術品が数多く収納されています。
消防白書によりますと、49年度中に神社、仏閣等の出
火件数は218件、損害額は10億円余にのぼっています。
このような火災による損害を防ぐ最良の方法は、なん
といっても「初期消火」です。
ハロン1301消火器は従来の消火器にはない数々の特長
を備えた理想的な消火器です。

●ハロン1301消火器の特長
　O文化財・調度品を汚損しない
　O消火剤の定期的詰め替えが不必要なので経済的である
　O消火能力が非常に優れている
　O人体に対して安全である

●定　価
　01kg型　27．000円
　02kg型　37．OOO円

資料請求券
〒100東京都千代田区丸の内3丁目2番3号（富士ビル）

TEL．03－216－2771（代表）

お問合せ・お申込み先
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